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組織 培 養 に よ る ムロ ウ テン ナ ン ショ ウ

Arisaema  yamatense NakaiC サ トイ モ 科) の 増 殖
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Abstract

Corm  meristematic  tissue of Arisaema  yamatense  Nakai  was  cultured on Murashige  &  Skoog  media

(Murashige  and  Skoog, 1962)  supplemented  with 3%  sucrose and  growth  regulators (NAA,  Kinetin,

2,4-D,  and  BA)  in  several combinations.  Developed  corm-like  tissues were  subcultured.  These

corm-like  tissues differentiated to primordial stems and  roots and  they grew  to stems and  roots. This

redifferentiation ability has  been  maintained  for two  years.
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は じ め に

現在, わが国に自生する維管束植物はおよそ

5300種であり, そのうち約1800種は日本列島に固

有の種と言われている. ところが, 近年大規模な

自然破壊や汚染, 採取等のために, その].7%にあ

たる895種が絶滅の危機に曝されている(わが国に

おける保護上重要な植物種及び植物群落の研究委

員会植物種分科会,1989). 野生植物は, それ自身

が地史的変遷を経て進化した結果を示す歴史的産

物であり,学術的研究の対象としてばかりでなく,

教育や健全な情操の発達には欠くことのできない

文化的遺産である. したがって, 絶滅の危機にあ

る種を保存・増殖させることは我々の義務である

と考えられる.

絶滅の危機にある植物の増殖には, 種子による

有性的な繁殖法と挿し木や取り木, 組織培養等に

よる栄養繁殖法がある. 遺伝的多様性を維持する

には種子による繁殖法が有利であるが, 種子が得

にくい種や発芽率が低い種, あるいは種子の長期

保存が難しい種の場合, 組織培養法等の栄養繁殖

法が有効である.

兵庫県は北は日本海に面し, 南は瀬戸内海に浮

かぶ淡路島を擁し,地理的・気候的に変化に富み,

豊富な植物相に恵まれている(紅谷, 1971). しか

し人口増に伴うニュータウンの建設やゴルフ場の

建設などの開発事業により絶滅に瀕している植物

も少なくない.

サトイモ科テンナンショウ属( ル銛aema) は地

方的変異が大きく, 狭い地域に限定された分布を

持つ種を多 く含む(Ohashi and Murata,  1980). し

たがって, 自生地が改変, 破壊されることにより,

種の存続が難しくなる種が多いと考えられる. 兵

庫県下に分布するテンナンショウ属のうち, ユキ

モチソウ(亠 ぶikokianum Franch. et Sav.)は危急

種( わが国における保護上重要な植物および植物

群落の研究委員会植物種分科会, 1989) に, セッ

ピコテンナンショウ(A.  seppik・四sg Kitam.) は兵
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庫県 希産 植物種( 藤 本・斉藤, 1973) と し てあ げら

れてお り, 早 急な保護 が必要であ る. 特 にセッピ

コテ ンナンショウは, 兵 庫県の雪彦 山と笠形 山で

生 育 し てい る のが 観 察さ れ た報 告 があ る のみ で

(紅 谷,  1971 ; 矢 野,  1973 ; 藤 本 ・ 斉 藤, 1973),

非 常 に稀な種 である. そ こで今 回は, テ ンナンショ

ウ属植物の栄 養繁殖法 による保存 ・増 殖の可 能性

を検討 する ために, セ ッピコテ ンナンショ ウに比

較 的近縁 と考え られる ムロ ウテン ナン ショウ( 圭

yamatense Nakai) を 用 い, 組 織培 養 に よる継 代 維

持 と再分化 による幼植物体 の育成, 馴 化につい て

の実験 を行っ た.

材 料およ び方法

ムロウテ ンナンショ ウは兵庫県多紀 郡篠山 町で

採取 した. 地 下 茎は偏球形 を示し, そ の上部お よ

び地下 茎と偽茎 の間から多 くの根が出 ている. ま

た発根 部には副芽 が認め られ, 発 根部 を含 む地 下

茎の上 部は分裂 組織を形成 している ものと考え ら

れる. そ こで地下 茎上部 を切 り取 り, 培 養に用い

る外 植体(explant) と し た.

ま ず 地 下茎 を水 洗 し た 後, 根 を切 り 落 とし,

70% ア ル コ ールを含 ませ た脱 脂綿で よくふ いて予

備滅菌 し, 発 根部 を含 むように輪切 りにした. 次

に10% ク ロ ールカ ル キ液 に浸 し, 減 圧 下 で10-15

分 間 滅菌 した. 滅 菌 した蒸留水 で3 回 洗 った後,

組 織 を5mm 角 の 大 きさに細分 して培地 に植え付け

た.

初 代 培養 にはMurashige and Skoog の 基 本培地

(MS 培 地) (Murashige and Skoog, 1962) を用 い,

カ ル ス誘 導 のた め の培 地 には, 生 長 物 質 と し て

10μM  tf-naphthaleneacetic acid(NAA)+1 μM

Kinetin  (K) を 添 加 し た 培 地 と10 μM 2,4-

dichlorophenoxy  acetic acid (2  , 4  - D)  +  7 μM

6-benzylaminopurine  (B A)をi勍|]した培地の2 種類の

培地を用いた. ショ糖濃度は3% とし, 固化には0.2% の

ゲルライトを用いた. 培 地のpH を5.8に調整した後50㎡

容の培養ビンに10mにjつ分注して120℃で20分間滅菌した.

地 下 茎切片 を置床 した培養瓶は25 ℃ 連 続照明( 約

30 μm(パ/m2/s) の 培 養室 に置き, 約4 週 間ご とに

新 しい培地 に継代 しか. 数 回培 養を繰 り返 しか後,

培 養物の一一一部は移植の 際上記の2 つ の培地 を交換

して培養し, 前培養条件の影響を調べた. また継

代培養の際, 生長ホルモンを添加しないMS 培地

田F) にも移植をおこない, その再分化に対する

影響も調べた. 培養中に茎葉及び根を持った小褄

物体が得られたが, これらは川砂: 赤玉土を1:

1 の割合に混合した培用土に移植し,25 ℃に調節

したガラス室に置いて自然光下で管理した.

結果および考察

組織培養に惧されたことのない植物を培養する

場合, 通常は先ず脱分化の最適条件を求めること

から始めるのが常法であるが, 今回は野外で採集

した一つの球茎から実験を始めたため, 十分量の

外褄体が得られなかった. そこで, 植物組織から

カルスを誘導するとき最も普通に用いられる培地

2 種類を用いて, まずカルスの誘導を試みた. し

かし,両培地ともにカルス形成は十分に行われず,

むしろ球茎組織が肥大成長して再び球茎様の組織

塊を形成した. 最初の数カ月間は1 ヵ月毎に, 生

長した組織塊を2 つないし3 つに細分して同一組

成の新鮮培地に継代培養した. その間に, 固い球

茎様組織の表面から不定根の発生するもの, 表面

の一部に黄色のカルスが形成されるものが観察さ

れたが, 組織全体がカルスに覆 われるものはな

かった. この結果は継代時に他方の培地に移植し

ても同様であった. このこ とはムロ ウテンナン

ショウの球茎分裂組織は今回用いた2 種類の培地

条件下ではカルス化は難しいが, 球茎様組織ある

いは器官として継代 培養できることを示してい

る. すなわち, 組織を脱分化させた後再分化させ

て小褄物体を得ることを培養の目的とするならば

今回得られた結果はかえって好都合ということが

できる. なぜなら, 継代培養できる器官はカルス

にくらべて再分化が容易でかつ再分化能が衰えに

くいという傾向が知られているからである.

継代培養を数回繰り返した後, 得られた球茎様

組織から根および茎葉の再分化を促し, 小褄物体

形成をめざして, これまで用いた2 種類の培地の

他に, ホルモ ンを除外した培地(HF),  1 μM

NAA+2 μM B  A  , 10 μM lndo卜3~acetic acid

冂AA)+2 μMK の組合せで生長ホルモンを

加えた培地を新たに作り, これらに移植して培養



Table  1 . Corm  meristematic tissue culture of Arisaema  yamatense  and its redifferentiation to root and  stem.

Media  based on that of Murashige  and Skoog  (1962)  supplemented  with 3%  sucrose and solidified with 0.2%  gelrite.

Meristematic tissue was grown  using the same  hormone  combinations for subcultures.

NAA:  Of-naphthylacetic acid, K: Kinetin, BA:  6―benzylaminopurine,

2,4―D: 2,4―dichlorophenoxyacetic acid, HF: hormone  free.



Fig. 1. Corm~like tissues of Arisaema yamatense developed on MS  media supplemented with 10

f* M NAA  and 1  fl M Kinetin (upper) and with 10 /* M 2,4-D  and 7  p- M BA  (lower) .

Many  corm~like tissues and a few roots (upper) and some  yellow calluses (lower) were

found.



Fig.  2. A  plantlet of A. yamatense  differentiated from  corm-like  tissue. They  have  retained

their redifferentiation abilities for two  years.



を続けた. Table 1 は再分化培地に移植したとき

までの培養条件とそれに対する培養組織の反応に

ついてまとめたものである. 供試材料が十分でな

く, 均質な組織塊を扱うことが難しいので, ここ

に得られた結果から直ちにどの培地が培養組織の

再分化に最適であるとは決定しかねるが, 少なく

とも本実験結果からムロウテンナンショウの球茎

分裂組織の培養によって茎葉と根の再分化か可能

であることを示すことができた.

Fig. 1 の上および下は, そ れぞれ10μM N  A A

+1 μM K, 及び10μM 2  ,4-D+7 μMBA を含

む培地に6 ヵ月間継代した球茎組織を示したもの

である. いずれの図にも新しい芽の始原体と思わ

れる小突起が現れているのを見ることができる.

芽と同時に根を再分化するのは難しいのか芽の始

原体を有する組織の中で根が認められるものは少

なかった.

Fig.2は球茎様組織から再分化した幼植物で,

根, 鱗片葉, 通常葉を備えているのがわかる. こ

の様な幼植物体は川砂: 赤玉土=1:1 の割合に

混合した培養土に移植して培養を続けたが, ほと

んどは枯死した. 越年して翌春再び芽を出したも

のはまだ1 例に過ぎない. 現在, 球茎様組織は

MS 培地に10μM NAA+1 μMK お よび10μM

2 , 4 -D+  7 μMBA を加えた2 つの培地に継

代してすでに2 年を経過したが, Fig.  2下に示す

ように, 多数の芽の始原体を持つ組織が今も増殖

している. それらの中には, 図にみられるような

若い 茎葉 を持つ もの も多数得 られてお り再分化能

はい まだ衰え てい ないこ とが わかる. 今 後は実験

植物 の種数 を増 やすと共 に幼 植物の馴化 法を確立

し, セ ッピ コテンナ ンショウを始め とする, 絶 滅

の危 機にある テンナ ンショウ属植物が 入手出来 た

ときに, そ の増 殖に貢献出来 る体勢 を整えたい と

考 えている.
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